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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント

 

量子暗号通信の長距離化・多重化・高機能化のために、ダイヤモンド NVセンターを用いて、完全ゼ

ロ磁場下での発光・吸収方式による量子中継システムの要素技術を検討した。高い忠実度での量子も

つれ発光や量子ゲート操作、テレポーテンション転写、13C核スピンなどを利用した量子もつれ形成と

検出、さらには量子誤り訂正など、量子中継に必要な要素技術を目標通り実現した。また、基盤技術

となるダイヤモンド NVセンターの作製技術や素子化技術も開発した。 

原著論文数は 50 件、講演数は 173 回(招待講演数は 55 回)であり、ハイインパクトなジャーナルに

多数論文を出版し、学会やプレスリリースでの成果発表も大変積極的に行われた。 

今後、もつれ生成レートの高効率化や NV センターの集積化においては知財化についても注力して

いただき、企業との連携や他事業などを通して、本成果の量子インターネットに向けたさらなる発展を

期待したい。 

 

 

 

A+ 非常に優れている 


